
長岡造形大学履修規程 

 

第１章 通則 

 

（目的） 

第１条 この規程は、長岡造形大学学則（以下「学則」という。）第２５条、第２８条及び第 

５８条並びに長岡造形大学大学院学則（以下「大学院学則」という）第２１条、第２２条及

び第５０条の規定に基づき、授業科目の履修等に関し、必要な事項を定めることを目的とす

る。 

 

（授業時間） 

第２条 授業の実施は一日を１時限から５時限に分けて開講することとし、各時限の時間

は次表のとおりとする。 

時限 時間 

１時限 ９：００～１０：３０ 

２時限 １０：４０～１２：１０ 

３時限 １３：００～１４：３０ 

４時限 １４：４０～１６：１０ 

５時限 １６：２０～１７：５０ 

 

（履修登録） 

第３条 学部学生及び大学院学生（以下「学生」という。）は、毎学年度、その年度に履

修しようとする授業科目を指定する期間内に届け出なければならない。 

２ 履修登録を行わない科目の単位は、修得することはできない。 

 

（履修制限） 

第４条 各期において履修登録をできる科目の合計単位数の上限を定めることができる。 

２ 前項に規定する履修登録をできる科目の合計単位数の上限は２４単位とする。 

３ 次に掲げる科目の単位数は前項の履修登録をできる科目の合計単位数には含まないも

のとする。 

（１） 休業日等に集中して講義を行う科目 

（２） 学芸員課程履修者のみが履修できる科目 

（３） 教職課程履修者のみが履修できる科目 

（４） その他長岡造形大学（以下「本学」という。」が指定する科目 

４ 第２項の規定にかかわらず、履修登録を行う一つ前の期において、第２３条第４項に

規定するＧＰＡの値が２．０以上である者は、履修登録をできる科目の合計単位数の上



限を３０単位とする。 

５ 第１項から第３項の規定にかかわらず、編入学生及び大学院生については履修登録で

きる科目の合計単位数の上限を設けない。 

 

（受講制限） 

第５条 施設の規模、授業の形態又は履修希望者の授業科目の単位修得状況により、履修

者の人数等の受講制限を設けることができる。 

 

（継続履修） 

第６条 通年科目において、一期の履修終了後に休学又は留学等の理由により履修をしな

い期間がある場合において、復学等の後に同一科目を一期履修することにより、通年科

目を履修したとみなすことができる。この場合、学則第１３条第２項及び大学院学則第

８条第２項に規定する期の別は問わない。 

 

（再履修）  

第７条 第３条の規定に基づき履修登録を行った科目のうち不合格であった授業科目につ

いて、次年度以降に同一科目が開講される場合は、再度履修登録を行うことができる。 

 

（重複履修） 

第８条 再履修を希望する科目と他の履修を希望する科目が同時に開講される場合、二科

目を重複して履修登録をすることを許可することがある。 

２ 重複履修できる科目は、原則、再履修する科目及び新たに履修登録する科目ともに必

修科目とする。 

３ 重複履修を希望する者は、事前に重複履修を希望する科目のうち再履修をする科目の

担当教員に許可を得なければならない。 

 

（休講） 

第９条 必要と認める事由がある場合は、授業を休講することができる。 

 

（補講） 

第１０条 前条の規定により授業を休講した場合は、原則、補講を行う。 

 

（公欠）  

第１１条 授業を欠席する事由が次の各号のいずれかに該当し、公欠届に別に定める証明

書類を添付し学長に提出した場合は、原則として当該欠席を出席したものとみなす。 

（１） 別に定める親族が死亡した場合 



（２） 学校保健安全法施行規則第１８条に規定する感染症に罹患した場合 

（３） 天災に罹災し通学が不能になった場合 

（４） 博物館実習に参加する場合 

（５） 介護等体験実習に参加する場合 

（６） 教育実習に参加する場合 

（７） その他学長が必要と認める場合 

 

（試験） 

第１２条 学則第３１条及び大学院学則第２５条に基づき、成績評価を行うため試験を実

施する。 

２ 試験の方法は、当該科目の担当教員が決定する。 

 

（追試験） 

第１３条 前条に規定する試験を、正当な事由により受験できなかった者に対し、追試験

を行うことがある。 

２ 前項に規定する正当な理由は、次の各号に掲げるものとする。 

（１） 疾病 

（２） 交通機関の遅延 

（３） 交通事故 

（４） 親族の死亡、危篤 

（５） 就職試験 

（６） 天災その他の災害 

（７） その他止むを得ない理由として認められるもの 

３ 追試験を申請できる者は、次の各号に該当する者とする。 

（１） 前項に掲げる各号のいずれかに該当すること 

（２） 追試験を希望する科目の担当教員が追試験の受験を許可していること 

（３） 学生納付金を納めていること 

４ 追試験を申請する者は、指定する期間内に申請書及び第２項のいずれかに該当する証

明書等を提出し、別に定める受験料を納めなければならない。 

 

（再試験） 

第１４条 進級要件を満たさなかった者、卒業要件単位を満たさなかった者又は修了要件

を満たさなかった者で次の各号のいずれかに該当する者に対し、再試験を行うことがあ

る。 

（１） 進級要件に不足している単位数が１科目分である者 

（２） 卒業要件に不足している単位数が１科目分であり、卒業研究の単位を修得してい



る者 

（３） 修了要件に不足している単位数が１科目分であり、特別研究の単位を修得し、か

つ修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び試験に合格している者 

２ 再試験を申請できる者は次に掲げる各号に該当する者とする。 

（１） 前項に掲げる各号のいずれかに該当すること 

（２） 再試験を希望する科目の担当教員が再試験の受験を許可していること 

（３） 学生納付金を納めていること 

３ 再試験の対象となる科目は、当該期又は当該期の一つ前の期に履修登録を行い不合格

であった科目のうち、１科目とする。 

４ 再試験を申請する者は、指定する期間内に申請書を提出し、別に定める受験料を納め

なければならない。 

 

（不正行為） 

第１５条 成績評価にかかわる事項について学長が不正とみなす行為を行った者は、原則、

当該期に履修したすべての科目を不合格とする。 

２ 出席にかかわる事項について不正とみなす行為を行った者は、原則、当該科目を不合

格とする。ただし、特に学長が悪質な行為とみなす場合は当該期に履修したすべての科

目を不合格とする。 

３ 第１項又は前項に該当する者は、学則第４７条及び大学院学則第４０条の規定に基づ

き懲戒処分を受けることがある。 

 

（履修登録の取消） 

第１６条 期の途中において、休学、退学又は除籍した者については、当該期に履修登録

したすべての科目の履修登録を取り消す。 

 

（多様なメディアを高度に利用して行う授業の方法） 

第１６条の２ 学則第２５条第３項及び大学院学則第２１条第２項に規定する授業は、多

様なメディアを高度に利用して、文字、音声、静止画、動画等の多様な情報を一体的に

扱うもので、次の各号のいずれかの要件を満たし、学則第２５条第２項及び大学院学則

第２１条第１項に規定する面接授業に相当する教育効果を有すると認めるものとする。 

（１） 同時かつ双方向に行われるものであって、かつ、授業を行う教室等以外の教室、研

究室又はこれらに準ずる場所において履修させるもの。 

（２） 毎回の授業の実施に当たって、指導補助者が教室等以外の場所において学生等に

対面することにより、又は当該授業を行う教員若しくは指導補助者が当該授業の終了

後すみやかにインターネットその他の適切な方法を利用することにより、設問解答、

添削指導、質疑応答等による十分な指導を併せ行うものであって、かつ、当該授業に



関する学生の意見の交換の機会が確保されているもの。 

２ 前項に該当する授業科目、履修方法等については、別に定める。 

 

（本学以外の教育施設等における学修等の単位認定） 

第１７条 学則第３３条、第３４条及び第３５条並びに大学院学則第２７条及び第２９条に規定

する本学以外の教育施設等における学修及び入学前の既修得単位を、本学における授業科目の

履修とみなし単位を認定する場合の評語は、学則第３２条及び大学院学則第２６条の規定にか

かわらず、認とする。 

 

（成績の通知） 

第１８条 当該期までに履修したすべての科目の成績を記した成績通知表を、当該期末に

学生に配付する。 

２ 成績通知表は、原則、保証人に配付する。 

 

（成績評価に対する異議申立て） 

第１９条 学生は成績評価について、次の各号のいずれかに該当する場合に限り異議を申

し立てることができる。 

（１） 成績の誤記入等、明らかに担当教員の誤りであると思われるもの 

（２） シラバスや授業時間内での指示等により周知している達成目標や成績評価の方法

から、明らかに逸脱した評価であると思われるもの 

 

（留年） 

第２０条 第２４条に規定する進級要件を満たさなかった者、学則第４４条に規定する卒

業要件を満たさなかった者及び大学院学則第３７条に規定する修了要件を満たさなかっ

た者は留年する。 

２ 前項の他、休学又は懲戒等により所属年次における在学期間が１年に満たない者は留

年する。 

 

（年度途中の卒業） 

第２１条 前期終了時に、学則第４４条又は大学院学則第３７条に規定する卒業又は修了

の要件を満たした場合は、前期終了時に卒業又は修了を認定する。 

 

第２章 造形学部 

 

（教育課程の開講科目等） 

第２２条 学則第２５条に規定する教育課程の授業科目、配当年次、単位数及び履修区分



等については別表１のとおりとする。 

２ 前項の授業科目にかかる当該年度の開講科目、授業概要、開講曜日及び開講時限は、

その年度の始めに告示する。 

 

（学部における評点及び評価基準等） 

第２３条 成績評価は１００点をもって満点とする評点で行う。 

２ 学則第３２条に規定する評語に対する評点、評価基準及びグレードポイント（以下「Ｇ

Ｐ」という）は次表のとおりとする。 

評語 評点 評価基準 ＧＰ 

Ｓ １００点～９０点 授業の達成目標を上回る優れた成果を成し遂げた ４ 

Ａ ８９点～８０点 授業の達成目標を十分に達成した ３ 

Ｂ ７９点～７０点 授業の達成目標を概ね達成した ２ 

Ｃ ６９点～６０点 授業の達成目標を最低限達成した １ 

Ｄ ５９点以下 授業の達成目標を達成できなかった ０ 

３ 成績通知表等における公表は評語をもって行うこととし、評点は、原則、公表しない。 

４ 履修登録を行った各科目のＧＰに当該科目の単位数を乗じて得た値の合計を、履修登

録を行ったすべての科目の総単位数で除して得た値をＧＰＡという。 

５ ＧＰＡは成績通知表に記載する。 

 

（進級要件） 

第２４条 各年次に進級要件を定めることができる。 

２ 進級要件は別表２のとおりとする。 

 

（卒業要件単位数） 

第２５条 学則第２８条に規定する卒業の要件として修得すべき単位数は、別表３のとお

りとする。 

 

第３章 大学院造形研究科 

 

（教育課程の開講科目等） 

第２６条 大学院学則第２１条に規定する授業科目、単位数及びその区分等については、

別表４のとおりとする。 

２ 前項の授業科目にかかる当該年度の開講科目、授業概要、開講曜日及び開講時限は、

その年度の始めに告示する。 

 

（大学院における評点及び評価基準等） 



第２７条 成績評価は１００点をもって満点とする評点で行う。 

２ 大学院学則第２６条に規定する評語に対する評点、評価基準は次表のとおりとする。 

評語 評点 評価基準 

Ａ １００点～８０点 授業の達成目標を十分に達成した 

Ｂ ７９点～７０点 授業の達成目標を概ね達成した 

Ｃ ６９点～６０点 授業の達成目標を最低限達成した 

Ｄ ５９点以下 授業の達成目標を達成できなかった 

３ 成績通知表等における公表は評語をもって行うこととし、評点は、原則、公表しない。 

 

（修了要件単位数） 

第２８条 大学院学則第２２条に規定する修了要件として修得すべき単位数は、別表６の

とおりとする。 

 

第４章 補則 

 

（委任） 

第２９条 この規定に定めるもののほか、履修に関し必要な事項は、別に定める。 

 

 

 附 則 

 この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

 

 附 則 

 この規程は、平成２９年９月８日から施行する。 

 

附 則 

 この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この規程は、令和元年５月１日から施行する。 

 

附 則 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この規程は、令和３年８月２日から施行する。 



１．平成２６年度から平成２９年度までの入学者

必
修

選
択

スポーツ 2

保健体育講義 2

社会心理学 2

日本文化論 2

美術論 2

環境と社会 2

地域文化論 2

文化人類学 2

法学(日本国憲法） 2

科学技術論 2

哲学 2

論理学 2

統計学 2

情報リテラシー 2

現代社会論 2

社会起業 2

英語中級Ⅰ 2

英語中級Ⅱ 2

英語中上級Ⅰ 2

英語中上級Ⅱ 2

英語上級Ⅰ 2

英語上級Ⅱ 2

英語オーラルコミュニケーションⅠ 1

英語オーラルコミュニケーションⅡ 1

英語オーラルコミュニケーションⅢ 1

英語オーラルコミュニケーションⅣ 1

英語オーラルコミュニケーションⅤ 1

英語オーラルコミュニケーションⅥ 1

英語オーラルコミュニケーションⅦ 1

英語オーラルコミュニケーションⅧ 1

英語オーラルコミュニケーションⅨ 1

英語オーラルコミュニケーションⅩ 1

基礎ゼミⅠ 2

基礎ゼミⅡ 1

キャリア計画実習Ⅰ 1

キャリア計画実習Ⅱ 1

基礎造形実習Ⅰ(描写) 2

基礎造形実習Ⅰ(造形) 2

基礎造形実習Ⅰ(素形材) 2

基礎造形実習Ⅰ(デザイン) 2

基礎造形実習Ⅰ(複合造形) 2

別表１
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造
形
学
部
共
通

教養科目

区分 授業科目
単位数 開講対象学年

備考

プロダクトデザ
イン学科、視覚
デザイン学科：
選択14以上

美術・工芸学
科：
選択12単位以上

建築・環境デザ
イン学科：
選択10単位以上

選択必修4単位

それ以上は、教
養選択科目とし
て卒業要件単位
数に含める

必修5単位

専門教育科目 必修15単位

第1学年 第2学年 第3学年 第4学年

○

○



デザイン概論 2

色彩学 2

学外見学実習 1

プロダクトA 1

プロダクトB 1

視覚A 1

視覚B 1

美・工A 1

美・工B 1

建築・環境A 1

建築・環境B 1

日本美術史 2

西洋美術史 2

形態デザイン論 2

美術・工芸概論 2

現代芸術論 2

描写実習 2

美術解剖学 2

美術・工芸特別講義 1

プロダクトデザイン概論 2

視覚デザイン概論 2

人間工学 2

メディア概論 2

プロダクトデザイン特別講義 1

視覚デザイン特別講義 1

商品記号論 2

ユーザインタフェースデザイン論 2

マーケティング論 2

広告論 2

デザイン感性工学 2

サインデザイン論 2

パッケージデザイン演習 4

デザインマネジメント 2

知的財産権論 2

機構学 2

建築・環境デザイン概論 2

都市論 2

インテリア 2

空間安全論 2

文化財学概論 2

緑地環境計画 2

都市デザイン 2

居住論 2

建築史 2

建築・環境デザイン特別講義 1 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

選択2科
目以上

第
2
区
分

選択4科
目以上

第
3
区
分

選択2科
目以上

○

○

○

○

○

ク
ロ
ス
実
習

プロダ
クトデ
ザイン
学科：
選択36
単位以
上

視覚デ
ザイン
学科：
選択22
単位以
上

美術・
工芸学
科：選
択30単
位以上

建築・
環境デ
ザイン
学科：
選択18
単位以
上

第
1
区
分

○

○

○



博物館概論 2

スノープラン 2

地域協創演習A 2

地域協創演習B 2

地域協創演習C 2

地域協創演習D 2

インターンシップA 1

インターンシップB 1

ボランティア実習A 1

ボランティア実習B 1

プロダクトコンピュータ基礎演習 2

基礎造形実習Ⅱ(描写) 2

基礎造形実習Ⅱ(造形) 2

基礎造形実習Ⅱ(素形材) 2

基礎造形実習Ⅱ(デザイン) 2

プロダクトコンピュータ演習 2

プロダクトデザイン基礎実習Ⅰ 4

テキスタイル材料学 2

生産技術論 2

プロダクトデザイン基礎実習Ⅱ(A) 4

プロダクトデザイン基礎実習Ⅱ(B) 4

プロダクトスケッチ実習Ⅰ 2

プロダクトスケッチ実習Ⅱ 2

プロダクト3ＤＣＧ演習Ⅰ 2

プロダクトＣＡＤ演習 2

プロダクト3ＤＣＧ演習Ⅱ 2

ファッション画実習 2

テキスタイル・ファッションＣＡＤ演習 2

プロダクトデザイン演習Ⅰ 4

プロダクトデザイン演習Ⅱ 4

テキスタイル・ファッション演習Ⅰ 4

テキスタイル・ファッション演習Ⅱ 4

ゼミⅠ 2

ゼミⅡ 2

卒業研究Ⅰ 3

卒業研究Ⅱ 3

視覚コンピュータ基礎演習 2

基礎造形実習Ⅱ(描写) 2

基礎造形実習Ⅱ(造形) 2

基礎造形実習Ⅱ(素形材) 2

基礎造形実習Ⅱ(デザイン) 2

視覚コンピュータⅠ 2

視覚デザイン基礎演習Ⅰ 4

視覚コンピュータⅡ 4

視覚デザイン基礎演習Ⅱ 4

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

第
4
区
分

選択1科
目以上

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科

視
覚
デ
ザ
イ
ン
学
科

専門教育科目 必修26単位

選択必修4単位
それ以上は自由選択科目
として卒業要件には含め
ない

選択8単位以上

演習Ⅰ、Ⅱを通
して8単位

必修4単位

必修6単位

専門教育科目 必修20単位



ポートフォリオ 2

写真映像基礎 4

描写表現基礎 4

タイポグラフィ基礎 4

Ｗｅｂデザイン 4

ＤＴＰ 4

タイポグラフィ 4

写真映像 4

描写表現 4

インフォメーションデザイン 4

アニメーション・モーショングラフィックス 4

ヴｨジュアルアイデンティティ 4

Ｗｅｂ・エディトリアルデザイン 4

コマーシャル演習 4

伝達デザイン演習Ⅰ 4

伝達デザイン演習Ⅱ 4

表現デザイン演習Ⅰ 4

表現デザイン演習Ⅱ 4

ゼミⅠ 2

ゼミⅡ 2

卒業研究Ⅰ 3

卒業研究Ⅱ 3

美術・工芸コンピュータ基礎演習 2

基礎造形実習Ⅱ(描写) 2

基礎造形実習Ⅱ(造形) 2

基礎造形実習Ⅱ(素形材) 2

基礎造形実習Ⅱ(デザイン) 2

美術・工芸コンピュータ演習 2

美術･工芸基礎演習Ⅰ(A) 4

美術･工芸基礎演習Ⅰ(B) 4

美術･工芸基礎演習Ⅰ(C) 4

美術・工芸基礎実習Ⅱ 4

美術･工芸材料学 2

古美術研究 2

プロダクトスケッチ実習Ⅰ 2

表示図法 2

プロダクトスケッチ実習Ⅱ 2

プロダクト3ＤＣＧ演習Ⅰ 2

生産技術論 2

プロダクトＣＡＤ演習 2

プロダクト3ＤＣＧ演習Ⅱ 2

美術･工芸・デザイン分析 2

美術工芸史 2

美術表現演習Ⅰ 4

美術表現演習Ⅱ 4

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

選択
必修①

選択必修4単位
それ以上は自由選
択科目として卒業
要件に含めない

選択
必修②

選択必修8単位
それ以上は自由
選択科目として
卒業要件に含め
ない

選択8単位以上

演習Ⅰ、Ⅱを通
して8単位

必修4単位

必修6単位

美
術
・
工
芸
学
科

専門教育科目 必修32単位

選択10単位以上

演習Ⅰ、Ⅱを通
して8単位



クラフトデザイン演習Ⅰ 4

クラフトデザイン演習Ⅱ 4

ゼミⅠ 2

ゼミⅡ 2

卒業研究Ⅰ 3

卒業研究Ⅱ 3

建築・環境コンピュータ基礎演習 2

製図実習 2

基礎数学 2

基礎造形実習Ⅱ(描写) 2

基礎造形実習Ⅱ(造形) 2

基礎造形実習Ⅱ(素形材) 2

基礎造形実習Ⅱ(デザイン) 2

建築・環境ＣＡＤ実習 2

建築･環境デザイン演習Ⅰ 4

建築構法 2

建築･環境デザイン演習Ⅱ 4

建築材料実験 2

建築環境工学 2

建築計画Ⅰ 2

建築･環境デザイン演習Ⅲ 4

構造力学Ⅰ 2

建築材料 2

建築構造 2

測量学実習 2

建築・環境ＣＧ実習Ⅰ 2

都市計画 2

住宅リフォーム論 2

建築計画Ⅱ 2

緑地環境設計 2

建築・環境ＣＧ実習Ⅱ 2

構造力学Ⅱ 2

建築設備 2

建築設計 2

ｴｺﾛｼﾞｶﾙﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 2

建築施工 2

ｺﾐｭﾆﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝ 2

建築法規 2

建築・インテリア演習Ⅰ 4

建築・インテリア演習Ⅱ 4

環境計画・保存演習Ⅰ 4

環境計画・保存演習Ⅱ 4

ゼミⅠ 2

ゼミⅡ 2

卒業研究Ⅰ 3

卒業研究Ⅱ 3

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

必修4単位

必修6単位

建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

専門教育科目 必修42単位

選択16単位以上

○

○

○

○

○

○ 演習Ⅰ、Ⅱを通
して8単位

○

○ 必修6単位

○

○

○

○ 必修4単位

○



２．平成３０年度以降入学者

必
修

選
択

スポーツ 2

保健体育講義 2

社会心理学 2

日本文化論 2

美術論 2

環境と社会 2

地域文化論 2

文化人類学 2

法学(日本国憲法） 2

科学技術論 2

哲学 2

論理学 2

統計学 2

情報リテラシー 2

現代社会論 2

社会起業 2

英語中級Ⅰ 2

英語中級Ⅱ 2

英語中上級Ⅰ 2

英語中上級Ⅱ 2

英語上級Ⅰ 2

英語上級Ⅱ 2

英語オーラルコミュニケーションⅠ 1

英語オーラルコミュニケーションⅡ 1

英語オーラルコミュニケーションⅢ 1

英語オーラルコミュニケーションⅣ 1

英語オーラルコミュニケーションⅤ 1

英語オーラルコミュニケーションⅥ 1

英語オーラルコミュニケーションⅦ 1

英語オーラルコミュニケーションⅧ 1

基礎ゼミ 2

キャリア計画実習Ⅰ 1

キャリア計画実習Ⅱ 1

基礎造形実習Ⅰ(描写) 2

基礎造形実習Ⅰ(造形) 2

基礎造形実習Ⅰ(素形材) 2

基礎造形実習Ⅰ(デザイン) 2

基礎造形実習Ⅰ(複合造形) 2

デザイン概論 2

色彩学 2

専門教育科目 ○ 必修14単位

○

○

○

○

○

○

○

○ 必修4単位

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ 選択必修4単位

それ以上は、教
養選択科目とし
て卒業要件単位
数に含める

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

区分 授業科目
単位数 開講対象学年

備考
第1学年 第2学年 第3学年 第4学年

造
形
学
部
共
通

教養科目 ○ プロダクトデザ
イン学科、視覚
デザイン学科：
選択14単位以上

美術・工芸学
科：
選択12単位以上

建築・環境デザ
イン学科：
選択10単位以上

○

○

○

○



プロダクトA 1

プロダクトB 1

視覚A 1

視覚B 1

美・工A 1

美・工B 1

建築・環境A 1

建築・環境B 1

日本美術史 2

西洋美術史 2

形態デザイン論 2

美術・工芸概論 2

現代芸術論 2

美術解剖学 2

美術・工芸特別講義 1

プロダクトデザイン概論 2

視覚デザイン概論 2

人間工学 2

メディア概論 2

プロダクトデザイン特別講義 1

視覚デザイン特別講義 1

商品記号論 2

ユーザインタフェースデザイン論 2

マーケティング論 2

広告論 2

デザイン感性工学 2

サインデザイン論 2

パッケージデザイン演習 4

デザインマネジメント 2

知的財産権論 2

機構学 2

建築・環境デザイン概論 2

都市論 2

インテリア 2

空間安全論 2

文化財学概論 2

緑地環境計画 2

都市デザイン 2

居住論 2

建築史 2

建築・環境デザイン特別講義 1

博物館概論 2

スノープラン 2 ○

選択2科
目以上

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

第
3
区
分

○

○

○

○

○

○

○

○

第
2
区
分

○ 選択2科
目以上

○

○

○

○

○

○

○

第
1
区
分

○ 選択2科
目以上

○

○

○

○

○

○

ク
ロ
ス
実
習

○ プロダ
クトデ
ザイン
学科：
選択35
単位以
上

視覚デ
ザイン
学科：
選択29
単位以
上

美術・
工芸学
科：選
択27単
位以上

建築・
環境デ
ザイン
学科：
選択16
単位以
上

○

○

○

○

○

○



地域協創演習A 2

地域協創演習B 2

地域協創演習C 2

地域協創演習D 2

インターンシップA 1

インターンシップB 1

ボランティア実習A 1

ボランティア実習B 1

プロダクトデザイン概論 2

プロダクトコンピュータ基礎演習 2

基礎造形実習Ⅱ(描写) 2

基礎造形実習Ⅱ(造形) 2

基礎造形実習Ⅱ(素形材) 2

基礎造形実習Ⅱ(デザイン) 2

プロダクトコンピュータ演習 2

プロダクトデザイン特別講義 1

プロダクトデザイン基礎実習Ⅰ 4

プロダクト材料学 2

生産技術論 2

プロダクトデザイン基礎実習Ⅱ(A) 4

プロダクトデザイン基礎実習Ⅱ(B) 4

プロダクトスケッチ実習Ⅰ 2

プロダクトスケッチ実習Ⅱ 2

プロダクト3ＤＣＧ演習Ⅰ 2

プロダクトＣＡＤ演習 2

プロダクト3ＤＣＧ演習Ⅱ 2

ファッション画実習 2

テキスタイル・ファッションＣＡＤ演習 2

プロダクトデザイン演習Ⅰ 4

プロダクトデザイン演習Ⅱ 4

テキスタイル・ファッション演習Ⅰ 4

テキスタイル・ファッション演習Ⅱ 4

ゼミⅠ 2

ゼミⅡ 2

卒業研究Ⅰ 3

卒業研究Ⅱ 3

視覚デザイン概論 2

視覚コンピュータ基礎演習 2

基礎造形実習Ⅱ(描写) 2

基礎造形実習Ⅱ(造形) 2

基礎造形実習Ⅱ(素形材) 2

基礎造形実習Ⅱ(デザイン) 2

視覚コンピュータⅠ 2

視覚デザイン特別講義 1

視覚デザイン基礎演習Ⅰ 4

○

○

○

視
覚
デ
ザ
イ
ン
学
科

専門教育科目

○

必修29単位

○

○

○

○

○

○

〇

○ 必修4単位

○

○ 必修6単位

○

○ 演習Ⅰ、Ⅱを通
して8単位

○

○

○

○ 選択8単位以上

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
選択必修4単位
それ以上は自由選択科目
として卒業要件には含め
ない○

○

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科

専門教育科目 ○ 必修23単位

○

○

○

○

○

第
4
区
分

○ 選択1科
目以上

○

○

○

○

○

○



視覚コンピュータⅡ 4

視覚デザイン基礎演習Ⅱ 4

視覚デザイン論 2

写真 4

描写基礎 4

映像Ⅰ 4

Ｗｅｂデザイン 4

タイポグラフィ 4

映像Ⅱ 4

描写表現 4

サウンドデザイン 4

コマーシャル演習 4

伝達デザイン演習Ⅰ 4

伝達デザイン演習Ⅱ 4

表現デザイン演習Ⅰ 4

表現デザイン演習Ⅱ 4

ゼミⅠ 2

ゼミⅡ 2

卒業研究Ⅰ 3

卒業研究Ⅱ 3

美術・工芸概論 2

美術・工芸コンピュータ基礎演習 2

基礎造形実習Ⅱ(描写) 2

基礎造形実習Ⅱ(造形) 2

基礎造形実習Ⅱ(素形材) 2

基礎造形実習Ⅱ(デザイン) 2

美術・工芸コンピュータ演習 2

美術・工芸特別講義 1

美術・工芸基礎演習Ⅰ(絵画） 2

美術・工芸基礎演習Ⅰ(彫刻） 2

美術・工芸基礎演習Ⅰ(工芸) 2

美術・工芸基礎演習Ⅰ(複合) 2

美術・工芸基礎演習Ⅱ 8

美術･工芸材料学 2

古美術研究 2

プロダクトスケッチ実習Ⅰ 2

表示図法 2

プロダクトスケッチ実習Ⅱ 2

プロダクト3ＤＣＧ演習Ⅰ 2

描写表現 4

生産技術論 2

プロダクトＣＡＤ演習 2

プロダクト3ＤＣＧ演習Ⅱ 2

美術･工芸・デザイン分析 2

美術工芸史 2

○

○

○

○

○

選択必修4
単位

選択必修
4単位

○

選択10単位以上

○

○

○

○

○

○

○

○

○

美
術
・
工
芸
学
科

専門教育科目 ○

○

○

○

○

必修35単位

○

○

○

○

○

○

○

○

必修4単位

○

○ 必修6単位

○

○ 演習Ⅰ、Ⅱを通
して8単位

○

○

○

選択12単位以上○

○

選択
必修②

○

○

○

○

選択
必修①

○

○

○

〇



美術表現演習Ⅰ 4

美術表現演習Ⅱ 4

クラフトデザイン演習Ⅰ 4

クラフトデザイン演習Ⅱ 4

ゼミⅠ 2

ゼミⅡ 2

卒業研究Ⅰ 3

卒業研究Ⅱ 3

建築・環境デザイン概論 2

建築・環境コンピュータ基礎演習 2

製図実習 2

基礎数学 2

基礎造形実習Ⅱ(描写) 2

基礎造形実習Ⅱ(造形) 2

基礎造形実習Ⅱ(素形材) 2

基礎造形実習Ⅱ(デザイン) 2

建築・環境ＣＡＤ実習 2

建築･環境デザイン演習Ⅰ 4

建築構法 2

建築･環境デザイン特別講義 1

建築･環境デザイン演習Ⅱ 4

建築材料実験 2

建築環境工学 2

建築計画Ⅰ 2

建築･環境デザイン演習Ⅲ 4

構造力学Ⅰ 2

建築材料 2

建築構造 2

測量学実習 2

建築・環境ＣＧ実習Ⅰ 2

都市計画 2

住宅リフォーム論 2

建築計画Ⅱ 2

緑地環境設計 2

建築・環境ＣＧ実習Ⅱ 2

構造力学Ⅱ 2

建築設備 2

建築設計 2

ｴｺﾛｼﾞｶﾙﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 2

建築施工 2

ｺﾐｭﾆﾃｨﾃﾞｻﾞｲﾝ 2

建築法規 2

建築・インテリア演習Ⅰ 4

建築・インテリア演習Ⅱ 4

環境計画・保存演習Ⅰ 4

環境計画・保存演習Ⅱ 4

○

○

○ 演習Ⅰ、Ⅱを通
して8単位

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

選択16単位以上

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

必修6単位

○

○

○

○

○

○

○

○

建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

専門教育科目 ○ 必修45単位

○

○

○

○

○

○

演習Ⅰ、Ⅱを通
して8単位

○

○

○

○

○ 必修4単位

○

○

○



ゼミⅠ 2

ゼミⅡ 2

卒業研究Ⅰ 3

卒業研究Ⅱ 3

○ 必修4単位

○

○ 必修6単位

○



別表２
１．平成２６年度から平成２９年度までの入学者
プロダクトデザイン学科

学年

２年次進級要件

３年次進級要件

４年次進級要件

視覚デザイン学科

学年

２年次進級要件

３年次進級要件

４年次進級要件

美術・工芸学科

学年

２年次進級要件

３年次進級要件

４年次進級要件

建築・環境デザイン学科

学年

２年次進級要件

３年次進級要件

４年次進級要件

プロダクトデザイン基礎実習Ⅰの単位を修得すること。
プロダクトデザイン基礎実習Ⅱ(A)・(B)のどちらかの単位を修得すること。

進級要件

基礎造形実習Ⅰ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)、(複合造形)及び基礎造形
実習Ⅱ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)の単位をすべて修得すること。

建築・環境デザイン演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲのうち２科目の単位を修得すること。

プロダクトデザイン学科コース別演習Ⅰ・Ⅱの両方の単位を修得すること。

進級要件

基礎造形実習Ⅰ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)、(複合造形)及び基礎造形
実習Ⅱ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)の単位をすべて修得すること。

視覚デザイン基礎演習Ⅰ・Ⅱの両方の単位を修得すること。
選択必修①から1科目、選択必修②から2科目の単位を修得すること。

視覚デザイン学科コース別演習Ⅰ・Ⅱの両方の単位を修得すること。

進級要件

基礎造形実習Ⅰ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)、(複合造形)及び基礎造形
実習Ⅱ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)の単位をすべて修得すること。

美術・工芸基礎演習Ⅰ(A)・(B)・（C)及び美術・工芸基礎実習Ⅱの単位をすべて修
得すること。

美術・工芸学科コース別演習Ⅰ・Ⅱ及びゼミⅠ・Ⅱの単位をすべて修得すること。

進級要件

基礎造形実習Ⅰ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)、(複合造形)及び基礎造形
実習Ⅱ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)の単位をすべて修得すること。

建築・環境デザイン演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及び建築・環境デザイン学科コース別演習Ⅰ・
Ⅱのうち４科目の単位を修得すること。



２．平成３０年度以降入学者
プロダクトデザイン学科

学年

２年次進級要件

３年次進級要件

４年次進級要件

視覚デザイン学科

学年

２年次進級要件

３年次進級要件

４年次進級要件

美術・工芸学科

学年

２年次進級要件

３年次進級要件

４年次進級要件

建築・環境デザイン学科

学年

２年次進級要件

３年次進級要件

４年次進級要件

進級要件

基礎造形実習Ⅰ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)、(複合造形)及び基礎造形
実習Ⅱ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)の単位をすべて修得すること。

プロダクトデザイン基礎実習Ⅰの単位を修得すること。
プロダクトデザイン基礎実習Ⅱ(A)・(B)のどちらかの単位を修得すること。

プロダクトデザイン学科コース別演習Ⅰ・Ⅱの両方の単位を修得すること。

進級要件

基礎造形実習Ⅰ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)、(複合造形)及び基礎造形
実習Ⅱ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)の単位をすべて修得すること。

視覚デザイン基礎演習Ⅰ・Ⅱの両方の単位を修得すること。
選択必修①から1科目、選択必修②から1科目の単位を修得すること。

視覚デザイン学科コース別演習Ⅰ・Ⅱの両方の単位を修得すること。

進級要件

基礎造形実習Ⅰ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)、(複合造形)及び基礎造形
実習Ⅱ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)の単位をすべて修得すること。

美術・工芸基礎演習Ⅰ(絵画)、(彫刻)、(工芸)、(複合)及び美術・工芸基礎演習Ⅱ
の単位をすべて修得すること。

建築・環境デザイン演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲのうち２科目の単位を修得すること。

建築・環境デザイン演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ及び建築・環境デザイン学科コース別演習Ⅰ・
Ⅱのうち４科目の単位を修得すること。

美術・工芸学科コース別演習Ⅰ・Ⅱ及びゼミⅠ・Ⅱの単位をすべて修得すること。

進級要件

基礎造形実習Ⅰ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)、(複合造形)及び基礎造形
実習Ⅱ(描写)、(造形)、(素形材)、(デザイン)の単位をすべて修得すること。



別表３

プロダクトデザイン学科　 視覚デザイン学科　 美術・工芸学科　 建築・環境デザイン学科　

教養科目 ２３単位以上　 ２３単位以上　 ２１単位以上　 １９単位以上　

専門教育科目 １０１単位以上　 １０１単位以上　 １０５単位以上　 １０９単位以上　

計 １２４単位以上　 １２４単位以上　 １２６単位以上　 １２８単位以上　

２.平成３０年度以降入学者

プロダクトデザイン学科　 視覚デザイン学科　 美術・工芸学科　 建築・環境デザイン学科　

教養科目 ２２単位以上　 ２２単位以上　 ２０単位以上　 １８単位以上　

専門教育科目 １０２単位以上　 １０２単位以上　 １０４単位以上　 １０９単位以上　

計 １２４単位以上　 １２４単位以上　 １２４単位以上　 １２７単位以上　

造形学部

１．平成２６年度から平成２９年度までの入学者

造形学部



別表４

１．修士課程

（１）平成30年度以降入学者

必修科目 選択科目

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

４ 必修４単位

４
自由選択科目として
修了要件には含め

４

４

４

６

４

４

４

４

４

１０ 必修１０単位

４

４

４

備考

美学

デザインと法務

形と素材

構想発想手法論

サステイナブル環境論

デジタルテクノロジー

文化財建造物とデザイン

インターフェイス論

単位数

基
礎
科
目
群

デザイン特論

イノベーションデザイン特論

授 業 科 目 名

社会とアート

選択２単位

地域と工芸デザイン

建築物と空間の安全

文化財建造物活用論

ランドスケープ・アーキテクチャ論

建築設計論

プロトタイピング演習

フィールド分析演習

選択４単位

プロジェクト・マネジメントワークショップ

必修２単位

専
門
科
目
群

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

科
目
群

ソ
ー

シ
ャ
ル
ス

キ
ル
科
目
群

選択４単位

クリエイティブディレクション

特別研究
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
科
目

建築士インターンシップC 自由選択科目とし
て修了要件には含
めない建築士インターンシップD

建築士インターンシップE

地域特別プロジェクト演習Ⅰ

地域特別プロジェクト演習Ⅱ

実務実習

起業演習

建築士インターンシップA

建築士インターンシップB

プロダクトデザイン研究

視覚デザイン研究

美術・工芸研究

建築・環境デザイン研究

イノベーションデザイン研究

選択４単位

領
域
科
目
群



（１）平成２９年度以前の入学者

必修科目 選択科目

８ 必修８単位

２

２

２

２

２

２

２

４

４

４

４

４

４

４

４

６

（２）平成３０年度以降入学者

必修科目 選択科目

２ 必修２単位

８ 必修８単位

１

１

２

２

２

２

４

４

６

４

単位数
備考

２．博士（後期）課程

建築士インターンシップＣ

授業科目の名称

特別プロジェクト研究演習

造形理論研究指導

サステイナブル環境論 自由選択科目とし
て修了要件には含
めない。文化財建造物とデザイン

建築物と空間の安全

文化財建造物活用論

ランドスケープ・アーキテクチャ論

建築設計論

建築・環境デザイン研究

建築士インターンシップＡ

建築士インターンシップＢ

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
関
連
科
目

イ
ン
タ
ー

ン
シ

建築学特論Ｂ

建築学特論Ｃ

空間計画学特論Ａ

空間計画学特論Ｂ

環境文化財学特別演習

造形理論

授業科目の名称
単位数

備考

造形理論

造形理論研究指導

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
関
連
科
目

環境文化財学特論Ａ 自由選択科目とし
て修了要件には含
めない。環境文化財学特論Ｂ

建築学特論Ａ

建築学特別演習Ａ

建築学特別演習Ｂ

空間計画学特別演習

イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
科
目

インターンシップⅠ

インターンシップⅡ

インターンシップⅢ

インターンシップⅣ

インターンシップⅤ



４

４

（１）平成２９年度以前の入学者

（２）平成３０年度以降入学者

修了要件

造形理論の単位を修得していること。博士（後期）課程

修士課程

課程名

建築士インターンシップＤ

建築士インターンシップＥ

別表５

ッ

プ
科
目

博士（後期）課程 特別プロジェクト研究演習及び造形理論の単位を修得していること。

基礎科目群から２単位以上、専門科目群から６単位以上及び特別研究
の単位を修得していること。
基礎科目群、専門科目群及び特別研究の取得単位の合計が３０単位以
上であること。

課程名 修了要件

修士課程

基礎科目群から必修２単位及び選択２単位以上、専門科目群から選択
４単位以上、プロジェクト科目群から必修４単位、ソーシャルスキル
科目群から選択４単位以上、領域科目群から選択４単位以上及び特別
研究の単位を修得していること。
基礎科目群、専門科目群、プロジェクト科目群、ソーシャルスキル科
目群、領域科目群及び特別研究の取得単位の合計が３０単位以上であ
ること。
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